






























































































































































































































































事ができたと思いますわ｡｣(25)と答えている。アンネマリー ・ヒェー リウスー ゲッベルス
によれば，クリスティーナは自分に似ていないもの，縁のないものを決して突き放さな
い｡(26)フロリンドは彼女の結婚への執着により，色事師としての瞬間的情熱の極限に立
たされている。いよいよ彼女が小舟に乗って別れる時が迫る。フロリンドは今や放心状態
に陥る。この時一人の少年がある貴婦人の手紙を彼のところに持ってくる。この女はフロ
リンドが過去に交際した事のある女なのである。しかし放心した男は過去の女に捉われて
いる余裕はない。小舟が岸壁を離れるや否や，一瞬フロリンドは決意してクリスティー ナ
の乗っている小舟に跳び込む。
第2幕
ベニスからクリスティーナの故郷カポディポンテに向かう途中にあるセネダの旅館が舞
台である。このセネダの旅館はフロリンドの常宿であり，彼の無理のきく宿である。ここ
にフロリンドはクリスティーナ達三人と一緒にやって来たのである。色事師は精一杯の歓
迎をするよう宿のものに言いつける。宿の息子は，フロリンドがいつもと違って牧師や侍
女つきの美しい女を連れて来た事を自分の父が聞いて笑い死にする程だったと話してい
る。連れ込み宿に来る男は一人の女を連れているのが普通で，聖職者や侍女付きの堅気の
女を連れてくる事はあり得ないからである。フロリンドはその上食事の際，4人の楽士を
頼む。更に台所の女中にまでサラダ作りの指示をする。こうしているところヘパスカがフ
ロリンドの前に走って来て，自分達は4人の筈なのに，例の気味の悪い黄色人種が後をつ
けて来たと報告する。言うまでもなくその人物はペドロである。フロリンドは船長トマソ
とペドロは，特別郵便馬車で陸路でこのセネダに来たに違いないと推測する。いよいよ豪
華な祝宴が始まろうとしている。パスカはフロリンドの心が読みとれない。彼女と違って
クリスティーナの方はこの祝宴の魔的な雰囲気に圧倒されて，今はもう夢遊病者のように
フロリンドを求める。ヴィットマンはこのクリスティーナの状態を檬朧とした意識の，夢
のように一ゆるんだ，つまり魔法にかけられた存在の領域に沈潜している(27)状態だと説
明している。パスカの口を借りれば，フロリンドは結婚の餌をちらつかせてクリスティー
ナを檎にしてしまったようである。このように一人の女の愛を得るために徹底的献身を行
なう事のできるフロリンドは，まさに透かれた狂信的空想家であり，魔術師である。
フロリンドが蝋燭の灯りでクリスティーナを見た事がないとパスカがクリステイーナに
報告しているが，この事は夜の情事の暗示である。クリステイーナは不安を感じ，急に故
郷に帰りたいと言い出す。彼女は不安と幸福の奇妙に入り混った複雑な気持になり，眩量
を感ずる。彼女達が退場した後，船長とフロリンドが再度顔を合わせる。船長はクリステ
ィーナ達の姿を認めて喜ぶが，フロリンドの存在にも気づいて失望する。しかし両者はさ
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り気なく再会の挨拶を交す。早速フロリンドは昨夜の件に触れて，どうして女のところに
船長が一緒に来なかったかと質問するのに対して，「あなた，わしを分って下さろうとい
うのなら，御質問に答えられます。わしは35年間海の向うで畜生のように生きて来まし
た，あなた。手から口へ，それが何を意味するかお分り下さろうというのなら。これは止
めようとその時わしは決心しました。今ヨーッパにいると，その何ものかがわしに言うの
です，あなた／ここでは患慧な暗示が，向うの肋骨に達する短刀の刺し傷と同じ位の値打
があります｡｣(28)と答ている。粗野で不器用な人間は行為よりも言語を重んずるヨーロッ
パの洗練された慣習の前には脆い。しかし船長の感情としては，フロリンドだけが昨晩女
と情事に耽ったであろう事に，余り立腹していない。やがて二人は和解する。
一方ペドロが牧師と患葱な挨拶を交しているのを見て，他の者は驚く。殊にパスカは気
味悪いと感じたペドロが女主人の叔父である牧師と知り合っている事は想像できない事で
あった。又船長はフロリンドのクリスティーナ達に対する饗応に驚いている。更にフロリ
ンドがバイオリンを弾きながら小歌を歌うとき，船長はベニスの男フロリンドの器用さに
感心する。祝宴が終り一同が退場して行く中で，クリスティーナはフロリンドに感謝する
が，後者は船長に見えぬようにして彼女の手にキッスする。彼女がそっと消えるとき，フ
ロリンドは不動のまま，幸福感に酔いしれたかのようである。彼は独り言をいう。「言葉
では言えぬ。彼女に対して欲情が起らない位に，この30分間は測り知れない程幸福だっ
た。…彼女がいるという感情。何かがある，それは抱擁以上のものだ｡」(29)ヴイットマン
はフロリンドのこの言葉を評して，超個人的な自然力に呼びかけるものであり，愛の陶
酔，情熱そのものを呼び出すものである(30)といっている。その後ポンスを飲みながら船
長とフロリンドの対話が始まる。船長は過去の経験を話す。彼はかって35年前，マレーの
海賊に捕われ，42日間荷物のように縛り上げられていたが,1時間の隙間を窺って綱を噛
み切り，マレー人を6人殺した。その時例のペドロと知り合ったのだと語る。このような
厳しい人生の苦難に堪えて生き抜いて来た船長にフロリンドは「何と人生は暴力，不安，
策略，欺朧，眩惑が混じり合っている事か／……私は女達に何を求めて来たのか？」(3'）
と訴える。彼は愛に満ち溢れた女を求めている。そして船長にそのような女と結婚し，い
つまでも誠実な態度で彼女に対する事が肝要だという。誠実さの点では自信があると船長
は答える。一方色事師のフロリンドはこれまで30人から100人（この100人は誇張であろ
うが）の女と交際したが，その結果彼の得たものは「すべて女は同じだ｡」(32)という感想
である。確かに女は表面的には違ったものを各自がもっているが，男が女を卵のように互
いに等しいものだと悟るまで，女の相違を楽しむのはこの上なく不条理な事なのである。
けれどもそれを克服した彼方に，人生を人生たらしめるものがあるとは，人生の未熟者に
は殆んど予見できない事である。今や色事師フロリンドは誠実な結婚に憧れる。クリステ
ィーナは自分のこの気持を理解してくれたようだと感激し，真実を言うのは疲れるとフロ
リンドに述懐する。
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★
明け方である。ある旅行者の召使いとこの旅館の下男の対話がある。これは劇の筋に対
して重要なものではないが，夜明けの静けの中で，主人公達の行動を表現するのに役立っ
ている。下男は一般に客というものはやって来て汚ない事をし，再び出て行くという「旅
の恥はかきすて」なのであるが，このいつ迄も続く愚かしい発着に嫌気がさしている。そ
れ故彼は客の顔を見ずに靴を磨く。ヒェーリウスーゲッベルスによればこの下男は厭世
的，非社交的(33)人間である。この下男の話が済んだ後，召使いは去り代って牧師が登場
する。彼は礼拝堂でミサをあげるために早く起きて来たのである。その後ひそかに忍んで
きたフロリンドは下男に牧師の行先を訓く。靴磨きの音がうるさくて眠れないといって，
下男を追い払う。フロリンドは内心この時を待っていたのだ。これはクリスティーナとの
夜の情事の後に，彼女の部屋を人目につかず脱出するためのものであった。「僕達はこの
時間はそれ丈自由にできる。1時間は-60分だ。名状し難い祝福の60の深淵だ｡｣(34)と
フロリンドは独白するが，レッシュはこれについて次のように述べている。「この色事師
の‘洸惚感は時間から超時間的なものへと，先在的生存の超時間的なものへと逃れんとする
魂の試みを表現している｡」(35）
その後フロリンドは静寂に耳を澄ませる。ここにネグリジェ姿のクリスティーナが現
われる。フロリンドは二人だけでいるところを他人に見られる事を恐れるが，クリステ
イーナは「私あなたの奥さんじゃないの｡」(36)と詰る。フロリンドは彼女が自分の腕の中
で子供のように眠り込んでしまった，それは可愛いものだったといい，そのままにしてお
いたのだと弁明する。しかしクリステイーナは不安と心のときめきで目が覚めたのであ
る。フロリンドが牧師はミサに行って自分たち二人だけだというと，クリスティーナは、
「じゃ参りましょう｡」(37)という。これはクリスティー ナがフロリンドと夫婦気取りにな
ってしまっている事を物語っている。
フロリンドが後悔していないかと尋ねるのに対してクリスティーナは首を振って，「た
だそんな事もできるんだって驚いているの／｣(38)と答える。彼女は完全にフロリンドに
よってその未熟な状態から成熟し，女となるが故に，彼に感謝している。そこはパスカが
現われる。彼女は自分の女主人の身の上に何か変事が起らねばよいがという危倶を抱い
て，女主人クリスティーナの部屋にやってくる。突然パスカには信じられぬ光景一クリ
スティーナとフロリンドの情事の現場を見てしまう。
彼女は激怒してフロリンドを罵る。「この悪党／あんたこの娘に何を吹き込んだの？あ
んたは何をあの娘の唾液の中に滴らしたの？あんたはひどい女たらしだわ。いままでに地
上の人間が一人でももう彼女の口にキッスをしたんなら，天国なぞ行きたくないよ。私な
んかもあの娘にキッスした事はないんだよ。あの娘の年老いたやさしい叔父さんでさえも
だよ・それなのにあんたが，あんたは何だい？」(39）クリステイーナはそっと前に出てき
て，震えながらも元気にフロリンドに「じゃはっきり，私あなたの奥さんだという事をパ
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スカに言ってちよだい｡」(40)という。
パスカはクリスティーナの亡き母に対して申し訳がないといって泣き出す。一方クリス
テイーナも泣きながら母も同じだったと運命の廻り合せを述べる。パスカの非難を受けク
リステイーナは，今はフロリンドの妻であり，よき妻になる事を決心しているという事や，
自分の身も心も好きな人のものであると告白するとき，パスカはフロリンドを指して，女
主人クリスティーナの選んだ人はこの人かと尋ねる。クリスティーナは，二人は互いに選
び合ったのであり，フロリンドが風来坊に過ぎなくとも，人間というものは元来流浪の民
であり，問題にする程の事ではないと考えている。パスカはずばり夜の情事の有無を知り
たがっている。クリスティーナの夢見心地になっている状態を見て，一層知りたく思う。
女主人がフロリンドにどの程度まで誘惑されたかを知りたいのである。クリステイーナの
口から，他人のために結婚式を挙げなければならないという事を聞いてパスカは，その遊
惰な考えに賛同できず，結婚式は今すぐできるというものでなく，クリステイーナはフロ
リンドと別れて帰郷し，彼はベニスに行って身辺の整理をした後，牧師に会うという段階
があるとパスカはクリスティーナを諭す。傍でこの話を聞いていたフロリンドはそんな必
要はないというが，パスカは牧師の赦免が最近結婚の条件になっていると説明する。パス
カはこの二人を何とかして別れさせようとする。これを聞いてフロリンドは当惑するが，
一方クリスティーナはパスカの言葉に従う気持になる。
このような状況のところに例のペドロが登場し，フロリンドの行跡の秘密を少しづつ洩
らす事で彼を脅迫し，自分と美しい色白の未亡人一つまりパスカと結婚する仲介を求め
る。ペドロのいう結婚とはフロリンドが数多くの女とつき合ったその程度の交際を意味し
ている。そのためにはヨーロッパ風の例の腕曲的礼儀の表現が必要だという事で，フロリ
ンドは明日を約束し，ペドロは納得して退場する。パスカは不安になる。
フロリンドはクリスティーナを優しくみつめた後，これまで彼女を惑わしてきた一切の虚
飾を棄てる事を決心して，「君は金持ちの後継ぎだ。だから君のところにもってくるもの
は何もない。僕がどんな男か分っているのかい？獺け者で，ルンペンで，博打うち
だ｡」(“）というように，彼の真の姿を見せる。
この時初めてフロリンドはクリスティーナを心から愛したのであり，色事師の性格は，
タリスティーナの先在的愛により，彼女を愛するにふさわしい堅実な人間味を帯びてく
る。
しかしこれとてもフロリンドの無意識の色事師の手練手管なのかも知れない。クリス
ティーナ達の信頼を得，有能な市民の振りをして交際を求めてきたと告白するフロリンド
に，今やクリスティーナは「あなたは実際に今職業もありますのよ・私が宿屋のお内儀な
ら，あなたはその上宿屋の主人で駅長ですよ。私が奥さんならあなたは主人です。しかし
あなたが私を奥さんにしてくれたからこそ，あなたは御自身を主人にもし，又御自身の主
人でもあるのですよ｡」(42)といい，彼の誠意に答える。彼らは何の蟠りもなく，キッスし
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合う。パスカに後事を託してフロリンドは泣きつつ去る。
★
船長が朝食をとっている。旅館は出発の時刻を迎えて,慌しさが振っている。フロリン
ドが船長に別れの挨拶をする。彼らの会話はそれぞれの立場の披瀝となる。フロリンドは
今は許婚者とその叔父と別れなければならないが,いずれは再び彼女の許に戻るのだと話
す。一方船長は自分の故郷に帰りたい。偶然その故郷はフロリンドの許婚者つまりクリス
ティーナのそれと一致する。故郷という言葉によって船長は,少年時代の思い出に耽る。
又自分の好きだった女も結婚してしまった事などを話す。その女でなくとも親戚の者辺り
で自分の妻になってくれるものがあれば，故郷に帰って就職するつもりだともいう。
船長には故郷はすり切れた古いマントでなく,今の時点でわが身を暖めてくれるマント
である。ヨーロッパに戻って，彼はこの事をひしひしと感じている。同時に，ここの旅館
も居心地が良いので当分滞在するという。
この両人の会話をしている食堂に見知らぬ老紳士が若い娘とやってくる。フロリンドは
素早くお辞儀をする。船長はフロリンドがクリスティーナと婚約状態であるのに，他の見
知らぬ若い女に愁波を送るのを見て，感心してしまう。フロリンドは平然といくら愛し合
っているものでも，そういう事はあると畷く。その後暫くフロリンドが中座して，又戻っ
てきてから話す事は一つの筋のポイントとなる。フロリンドはクリスティーナを未来の夫
を連れずに村へ帰す事が，自分の心の重荷になっていると前置きして，船長に「船長，あ
んたが私の花嫁を連れて村に行って下さいませんか？」(43)と提案する。フロリンドは彼
女を一人で放っておけないという責任を感ずる。船長に同伴して貰う事はクリスティーナ
も了解済みだといい，彼女は孤独であるが，真面目で，感情豊かな娘であり，船長の過去
の苦しかった人生経験に対しても，十分耳を傾ける心の優しい娘であると言い添える。船
長は他人の許婚者の同伴を引き受ける理由も分らず，またその柄でないと謙遜する。しか
し船長は興奮状態であり，パスカとフロリンドの一寸した対話の後，決心してすばやくフ
ロリンドに同伴の件を引き受けると伝える。すでに船長は，貴婦人に従う騎士の精神であ
る。こうして船長はクリステイーナー行と山上の村カポディポンテに行く事になり，一方
フロリンドはよその老紳士達と一緒にベニスに下って行く事になる。
第3幕
舞台は一転してカポデイポンテのクリステイーナが所有する田舎の旅館である。舞台に
見える衣装などから，船長とペドロがここに滞在している事が分る○パスカカミ食事の用意
をしているとき，ペドロが入ってきて彼女に抱きつく。以前はあれ程嫌った彼女はペド
ロのこのような行動を表面的には否定するが，内心ペドロの誠意が分りかけている。彼女
は「あんたの振舞，あんたがあらゆる善い事に一心不乱になる事，あんたの誠実さ，あん
たの堅固な事｡｣(44)とペドロにいう○彼はこの旅館に主人の船長ときてもう2ケ月も滞在
しているが，その間彼はパスカ以外のどんな女も望まず，飼犬のようにパスカの眼を窺っ
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ている。ペドロは直接態度で示す以外愛情の表現手段をもたないのだ。彼はまだ完全にヨ
ーロッパの情操を身につけていないとパスカは指摘する。更に話題は船長の事に移って行
く。二人の説明によれば，船長は狩猟に行ったりして，この旅館の一介の客として滞在し
ている。彼はペドロによれば，非常に年経た蛇ののように忍耐強い。船長は一通の手紙を
フロリンドから貰ったと話すペドロに対して，フロリンドに好感をもっていないパスカは
即座に，「名誉も良心もない人間の歓迎されない消息ですよ。背筋が暑くなったり寒くなっ
たりする｡」(“)と露骨に非難する。ペドロはフロリンドを弁護して彼の果す役割について
述べる。彼によれば牧師は知り合っている男女に祝福を与える人であるが，フロリンドは
互いに未知の男女を導く案内人であり，偉大な媒介者なのである。一方船長は狩猟から帰
って来て，上記のフロリンドからの手紙を読み始める。「親愛なる船長／思いがけなく又
お会いするチャンスが，ごく短かい間ですが，できました。私が旅行するときに御一緒し
ていただく伯爵夫人は山の地所にいる親戚を訪ねます。だから私達のコースはカポデイポ
ンテ経由となります。貴方と握手し，ただ立派で美しい娘さんに再会できるなんて何と嬉
しいことでしょう。この娘さんの心をずっと捉えておくことは私にはふさわしくありませ
んでしたが。伯爵夫人でさえ貴方やクリスティーナと知り合いになることを非常に望んで
おります。美しさと親切ということではクリスティーナと比較できない~でしょうけれど
も，貴方がた二人とも彼女の魅力ある，またその性質が類い稀な女性であることを知られ
るでしょう｡」(46）
今や船長はこの『貴方がた二人」を反級する。フロリンドが，クリスティーナと自分をカ
ップルとして扱っていることが分り，船長は夢中になる。その後，食事をする際に侍女の
代りにクリスティーナ自身がサーヴィスしてくれるのは船長には心苦しい。ところが，す
でに2ケ月も滞在している船長は，クリスティーナにとって叔父に次いで信用している男
性なのである。彼はもはや単なる客ではない。少なくともクリスティーナの親友の地位に
船長は昇っている。船長は客としては長く滞在し過ぎたと思い立ち去らなければという。
これに対し，叔父の牧師などは船長を無二の親友と思い，食事も一緒にとっている程であ
り，自分にとっては船長は叔父と同じ自分の相談相手であるとクリスティーナは打ち明け
る。船長は牧師からもクリスティーナを一人ぼっちにしないでくれと頼まれていた。最
初，船長は自分がクリスティーナの花婿候補になるとは考えてもみなかったが，次第に彼
の心は彼女に傾く。しかし諮弁である船長は感情が先走ってうまく表現できない。クリス
テイーナは船長に立派な女性と結婚すべきだと，先ずは打診する。彼はこの時に至っても
彼女の顔を正視しない。船長はクリスティーナが男を信用しなくなっているものと思う。
クリスティーナは一人の男を知ったからといって，男達全部部分るとは言わない。船長が
「それじゃあなたが恐れているのは結婚ですか？」(47)と問いかけるとき，結婚はいいも
ので，すべてを浄化するとクリステイーナは答える。彼女は船長に自分に好意をもってい
るのどうか迫る。船長は彼女がまだフロリンドを愛しているのではないかとこだわる。ク
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リスティーナは船長と会うまでは世の中を殊に男女の役割がそれぞれ何であるかわからな
かったし，旅をするといろんな事に出会うと告白する。そこへペドロがやってきて，船長
が不快に自分に当たるのはクリスティーナのせいだといい，彼女を船長の心を蝕むことを
楽しみにしている人間であり，外面如菩薩内面如夜叉だと直言する。自暴自棄の歌を歌い
ながら，船長は高笑いをし畝欲する。ペドロは主人をこのようにしたクリスティーナを恨
む。クリスティーナは船長に陽気にここを立去り，自分の事も忘れるようにと冷たく言う
が，これは彼女の精一杯の努力である。彼女にとってはこの地上のものは生々流転すると
考えており，ある事が起って又消滅して行き，二本の線は一本になりまた分れて行く。こ
の傍さに身を投ずるより，隅にいて孤独である方がよいという。
この時のクリスティーナの状態についてはヒェーリウスーゲッベルスは「故郷の村に戻
って，クリスティーナは孤独の中にじっとしていたようにみえる。彼女は人間の善意を信
ずる心を失った，またセネダの下男のようにぺミシスティックな言い方で話す｡」(48)と述
べている。このように彼女は努力して言っているが，彼女も涙を浮べる。彼女に魅かれな
がらも，良い事態にならないことを避けるために船長は去ろうとする。クリスティーナは
心理的圧迫にこれ以上堪えられず，「いや／いや／いや／そんな事あってはいけないの。
私あなたの奥さんになりたい｡｣(“)と卒直に本心を打ち明ける。今やクリスティーナは船
長に自分の人生の操縦を委ねる。船長は嬉し泣きに泣く。
舞台は最後の場面を迎える。クリスティーナの旅館，今となっては船長のものとなるべ
き旅館に彼ら二人にとって仲介者であったフロリンドが，思いがけなく現われる。フロリ
ンドは偶然来合わせた旅館が，クリスティーナのそれであるとは気づかない。彼はここで
カポディポンテの船長に宛てるべき手紙を書いている。そこに当人の船長が姿を現わす。
驚きながらも両人はこの突然の再会を喜ぶ。手続に認める必要はなく，フロリンドは自分
のこれからの行先を伝える。つまり彼は船長に永久に別れを告げる決意であった。すでに
フロリンドは次の女，ヘンリエッテという名の伯爵夫人と懇意になっている。色事師は噴
く。「女達には何と無限の違いがあることか/｣(50)そういっている間にフロリンドには船
長にかってクリスティーナの同伴を依頼した事が思い出されてくる。当時すでに彼は自然
にクリスティーナと船長は結ばれるであろうと予想していたのである。彼女が勇敢で暹し
い船長に魅かれるという点において，色事師フロリンドは自己の敗北を認めるのである。
今やフロリンドは彼ら両人の前から去らねばならない。アレヴィンは，このクリスティー
ナの結婚の相手がフロリンドから船長に移った経緯について次のように述べている。「し
かしここでイロニーが現われる。この情事においてクリスティーナは欺かれた女のように
見える。というのはフロリンドは自分が求めたもの，つまり愛を手に入れるからである。
しかし彼女は自分が求めたもの，つまり結婚を得られない－しかし事情は逆である。
彼女は現実に，思いもよらぬ受贈者であり，一方フロリンドは彼女の前に登場した時と同
様，手ぶらで再び立去るのである｡」(5'）フロリンドが人生の旅行者であるのに対して，
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船長は，クリスティーナがいうように船乗りという職名は烏籠の中に隠されている地虫に
過ぎず，今はただ明るい生活の中で餌を食べる烏であればよいのである。クリスティーナ
は夫となるこの素朴で善良な船長を仲介してくれたフロリンドに対して，悪意どころか非
常に感謝の念を抱いていたのである。こうしてクリスティーナと船長，又その従者達であ
るパスカとペドロは，色事師フロリンドの仲介によってそれぞれ結婚の幸福を掴み，彼が
仕組むともなく仕組んだ愛の絡み合いに感謝するのである。
4
これまで観てきたように，確かにこの喜劇作品は，ホーフマンスタールの若き時代の象
徴主義的作品や杼情詩また文学上の危機の告白ともいわれた「チャンドス卿の手紙」やそ
れに続く古典劇の改作とは異なった感じを与えるものである。この喜劇についてアレヴイ
ンは，「これはホーフマンスタールのあらゆる転向の中でも，最も期待されなかったとこ
ろの，またひどく曲解されたところの，いやそれどころか最も悪くとられたものである｡」
(52)と指摘するように，恐らくホーフマンスタールの諸作品の中で高い評価も受けず，注
目もされなかったものであるといえよう。一般に戯曲というものは，その対象となるもの
が，抑圧的なものからの反動であるとか，社会的歴史的な事件を扱ったものであるとか，
社会風刺の利いたものであるといった場合には，確かにその効果は期待できるが，この劇
にみるように，特別に大上段に構えた時代批評や社会批評でなく，一般社会にごくありふ
れた普通の事象を捉えて，これを軽快なタッチで描き上げた人間模様の心理描写である場
合は，劇的な効果は期待できないのである。だからといって，この喜劇を価値のないもの
と決められようか。アレヴィンはまた次のようにこの間の事情を明らかにしている。「ホ
ーフマンスタールは彼の作家気質を裏切ったのだと。或いは彼の力は枯渇してしまったの
だと。しかし裏切と枯渇のようにみえるものがまさに反対のものである事を，誰も理解し
ようとしなかった｡」(53）
この喜劇にみられるものは，シラー的な戯曲の世界とは反対の，通俗なものと高貴なも
のが潭然と融合した感覚的，音楽的，絵画的世界であり，詩人の心の中に住んでいる故郷
オーストリアのイメージであり，またそのオーストリアの投影でもあるくニスの一種独特
な魅惑的幻想世界である。またこの喜劇には，男女の愛の縫れが至るところに見られる
が，それはあくまで視覚的，情緒的なものであって凡そ瞑想的，思索的なものではない。
ここに登場している人物は，いずれも生き生きとして行動的であり，職業，身分も貴族や
下層階級あり，月下氷人になってしまう色事師や陸に上がった船長，謹厳な牧師，素朴で
人生に未熟な娘やその侍女等々これらの人物が自由自在に登場してコントラストをなして
いる。
つまり種々のエピソードの抱き合わせによってこの劇は成立しているが，何といっても
その中心はフロリンドなる色事師である。‘洸惚の境に浸るために献身を行ない，それが成
就するや直ちに次のそれを求め始める変身の速さは，色事師フロリンドの面目躍如とし
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ているが，その色事師が堅実な結婚の媒介者という事はまさにイロニーである。この印
象主義的人物である色事師のタイプは青年期の作「冒険家と歌手」以来ホーフマンスター
ルが没頭してきたものであった。このような色事師と誘惑されるものの間に見られる道徳
的厳しさと優しい相互理解は，この作品を優美なものに高めている。その一方筋の運びが
いきおい冗長になって明瞭でないところもある。甘酸っぱい雰囲気を感じさせるが，各登
場人物の言葉は，率直な感情の吐露であり，赤裸々な人間像を感じさせる。劇全体が明る
く，南国風の雰囲気がある。そこには自然主義の戯曲家達が描く社会の相剋や重圧感がな
い。主人公の一人クリスティーナにしても孤児であるが，周囲が彼女を一人ぼっちにして
おかず，暖かく包み込んでやるのである。
全体がオプティミステイクに展開されている，特に愛を回る言葉の応酬は一見野卑なも
のを感じさせないではないが，これとても真実の感情の発露とみるとき，純粋で優美なも
のとさえ映じてくる。ホーフマンスタールはかくしてこの喜劇を書くことによって，自己
をこれまで規制してきた或いは世人が彼に期待してきた詩的形式の遵守者である立場を放
棄して，彼が行き詰ったのではないか，詩的創造力はこれまでだろうという世人の酷評に
屈することなく，現実の世界の言葉によって，オーストリア印象主義の伝統を我々に語り
かけているのである。
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